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り,近似的な相転移点 Tc近傍の表式 (2･1)は,臨界現象 を研究するのには全く役に立たない
ものと永らく信 じられていたO新 しいCAM理論では,発想法が逆転して,平均場近似のTc
での情報から,真の臨界現象が推定できる｡すなわち,CAMの要点は,『平均場近似によって
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〔カノニカル ･シ リー ズの特性〕
近似の列 (-4 niが次の3つの性質を持つときこれをカノニカル･シ リー ズと呼ぶ.1･2)
〔1〕 各近似において2次相転移が起こる｡しかしながら臨界指数は古典値に固定される｡例え
ば強磁性体の模型における零磁場帯磁率 xSn)払 セルフ･コンシステンシイ条件から決まる臨界点
TO(n)tこおいてCurie-Weiss則を示す｡つまり,帯磁率の臨獅 旨数 γは古典値γ0-1に固定さ
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